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 本論文は、中国唐・梁代に成立しながら中国本土では古くに散佚して日本のみに伝存す
る『冥報記』と『三宝感応要略録』（以下『要略録』と略称）を取り上げ、それらの成立
前史をたどり、本文について十分な書誌的考察を加えた上で、前者と『日本霊異記』、後
者と『今昔物語集』との影響享受の実態について、「説話集」の生成という観点から検討
し、我が国の仏教説話集が漢籍仏教説話集の直接的な模倣・影響下に成立したことを実証
した新しい成果であり、序章・序論・本論及び翻刻資料併せて１１１０枚（四百字詰）の
大作である。 
 序論第一章では唐代以前の六朝志怪小説集と仏教説話集の内容や特徴を分析し、伝統的
倫理道徳や儒教的孝行思想・民間説話などを取り込み、仏教の民衆への浸透をはかろうと
している方法が、『日本霊異記』の手法に通じる点を検証し、『冥報記』や『要略録』の
形成前史が日本仏教説話集の前史とも理解できることを指摘した。第二章では、在家信者
の撰述した仏教説話集と僧侶の撰述したものとを比較し、前者には明確な主題と単一な構
造を持つ、信仰の証しの文学という性格が認められるのに対して、後者では仏・法・僧と
いう配列や経典・教理に関わる説話の収録など仏教伝習の利便性が優先されていることを
突き止め、前者が『冥報記』や『日本霊異記』の撰述法に通じ、後者が『要略録』や『今
昔物語集』仏法部のそれに通じていることを明らかにする。  
 本論第一部は『冥報記』の論。第一章では長らく誤解されてきた知恩院本・三縁山本・
旧楊守敬本という三本の伝承関係を明らかにした。第二章では『冥報記』の因果応報説話
は死後の応報を強調する作品であることを立証して、現報話を中心に編まれたとする通説
の誤りを正し、第三章では冥界蘇生説話の源泉と展開ぶりを詳細に跡付け、第四章と第五
章では『日本霊異記』蘇生話や現報重視の姿勢からみて、『冥報記』を現報的説話集と誤
読する受容史は、景戒に始まった可能性も強いと述べて、現行の学界の受容観を訂正する。 
 本論第二部は『三宝感応要略録』の論。第一章はその受容史、第二章は研究史、第三章
はその作品論、第四章は『今昔物語集』との比較検討というものである。ことに第三章の
研究は、作者・成立背景、撰述法と構造、各話の依拠資料、説話の諸相と特性に及ぶ、
『要略録』についての中国・日本を含めての最初の本格的な詳論で、高く評価できるもの
であるが、以下には本論文の趣旨に鑑み、『今昔物語集』との関連における注目すべき成
果を列記する。 
 第一には、『要略録』の我が国における長期に及ぶ広範な受容の歴史の種々相を『感応
抄』 
『今昔物語集』『三国伝記』等に辿ると共に、漢籍説話集の中で屈指の受容対象とされた
理由が、類書的な編集形態、霊験を主題とする説話内容、簡約を旨とした叙述表現にあっ
たと、『要略録』の叙述特長を、それぞれの典拠話との対比を踏まえて明確に整理してい
る。 
 第二には、『要略録』では全一六四話が仏・法・僧（菩薩）の説話群に三大別され、そ
れらがさらに小説話群に細分化されている実態と、『今昔物語集』の出典説話（仏宝聚か
ら二四話、法宝聚から三八話、僧宝聚から三話）がどのように分布・配列されているかを、
『要略録』全体の構成表を掲げて示し、その小説話群の説話配列には「二話一類様式」の
相は部分的には見えるものの、それは『要略録』が典拠資料から二話ずつ抄録した偶然の
結果であることを検証し、その上で、「今昔物語集の二話一類様式は三宝感応要略録に依
憑した」とする国東文麿の提唱する通説の誤りを指摘したことである。それは依憑ではな
くヒントを得たという程度のことで、これは従来の比較研究が『要略録』の全面的な研究
を放置して、部分的な近似する関係にのみ注目してきた弊害の一端であり、そのことは同
時に本論第三章における論者による綿密な「『要略録』の研究」の先駆的功績の大きさを
明証するものである。 
 第三には、これまで全く不明であった『今昔物語集』震旦部の説話採録手順の謎を解明
する見通しを示したことである。それは『要略録』各話の題脚に注記されている複数の文
献の検討からの推論で、『要略録』がそこに見える複数の資料を参照・取捨して説話の採
録を行なうと共に、場合によっては複数の資料をもとに一話を合成しているという手法も
確認された。論者はその題脚の文献資料が『今昔物語集』震旦部の豊富な資料源となり、
震旦部巻六冒頭の出典不明の数話は特定の一書を典拠とはせず、複数資料による合成話と
みるべきではないかとの仮説を提出して震旦部の成立過程の解明に具体的な道筋を示した
のである。 
 巻末には第二部本論の討究対象とした『要略録』の最善本である前田本（尊経閣本）を、
諸本と対校の上、翻刻している。 
 如上の数々の成果は中国仏教説話集と我が国の初期仏教説話集成立の実態を明確に跡付
けたものであって、博士（文学）の学位に相当するものと判定する。 
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